
夏の風物詩の一つに鵜飼いがあります。

愛知県犬山市の観光課によれば「美濃の鵜飼いが歴史に登場する

のは大宝2年（702年）」ということですから、その歴史の古さ

に驚かされます。

首立てて鵜のむれのぼる早瀬哉　　　釈浪化

鵜の群れが長い首を真っすぐに伸ばして急流を泳ぎのばって行く。

……その精一つばいさが目に浮かぶようです。










